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はじめに
包括的かつ技術的に革新的なアプローチにより、
日本は道路交通安全において目覚ましい進歩を遂
げており、道路利用者にとって世界で最も安全な国
の一つとなっています。交通事故死者数の減少や、
2021年3月の第11次交通安全基本計画の開始によ
り、日本は道路交通安全のマイルストーンだけでな
く、世界基準をも打ち立てています。国は、Eye-Net™
などの民間企業と協力し、車両対全て（V2X＝Vehicle
-to-Everything）技術を統合することでより高度な予
測モデルを開発し、より安全な環境づくりに取り組ん
でいます。 

この電子書籍は、日本の道路交通安全への取り組
みを概説し、日本の優れたアプローチ、多面的なプ
ログラム、革新的な技術の使用について考察してい
ます。また、Eye-Net™の先駆的なV2Xソリューションが
、2025年に世界で最も安全な国になるという日本の
目標にどのように合致し、どのようにしてすべての道
路利用者のより安全な未来への道を開くことができる
かについても探ります。本稿では、Eye-Net™の技術と
日本の道路交通安全戦略との整合性について議論し、
同様のアプローチが世界の道路交通安全への取り組
みにどのように役立つかを探ることを目指しています。
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チャプター 1
日本の道路交通安全への取り組み - 
包括的な取り組みによる大きな成果

日本は道路交通安全に対するその高度な取
り組みで知られており、2020年の交通事故に
よる死者は3,416人と、2019年と比較して13％
減少し、1948年以来で最低の交通事故死亡率と
なっています。日本の交通事故による死者の半数
以上は高齢者と子供であり、状況改善の取り組み
において重要な焦点となっています。¹

特に高齢ドライバーのアクセルとブレーキの踏
み間違いに起因する急発進は交通安全上の懸
念として挙げられます。政府は、自動ブレーキを
搭載したセーフティサポートカーの開発を推進
しているほか、救急救命にヘリコプターを利用す
ることで、衝突後の救命対応時間の短縮を目指し
ています。²

交差点も道路交通安全上の重大な懸念事項の
１つであり、全交通事故の 54%  は交差点上で
発生しています。この高い発生率は、地方自治
体が状況改善を図る為の警鐘を鳴らしていま
す。主な問題の 1 つは、これらの交差点の設計
にあります。特に、間隔が短く交差点が鋭角な道
路では、見通しが悪く、衝突事故につながる可能
性を高めます。これらのリスクを軽減するために、
現在の設計ガイドラインでは、交差点の角度を90
度に近づけ、できるだけ間隔を空けることが推奨さ
れています。³
 
多様な移動ニーズがあり、移動手段間の競争が成
り立つ都市部では、公共交通機関を中心に、さま
ざまな交通サービスが提供されています。  
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一方で、過疎化と高齢化が同時に起きることが
多い地方では、公共交通サービスの維持・確保
が難しい地域が増えています。²

交通事故死者数を減らし、交通の安全性と利便
性を高めるために、日本は2021年3月に第11次
交通安全基本計画を開始し、日本の道路交通を
世界で最も安全なものにすることを目指してい
ます。この計画の戦略目標は、事故発生から24時
間以内の死者数を2,000人以下、重傷者を22,000
人以下に抑えることです。この計画は、道路環境の
整備、交通安全メッセージの強化、安全運転、車両
安全、取り締まり強化、救急医療体制の充実、被害
者支援、研究開発を含む8つの柱で構成されてい
ます。1 さらに、「事業用自動車総合安全プラン2025
」は、事業用自動車の衝突による死者数を225人以
下に減らすことを目的としています。²

この戦略の一環として、日本は道路交通安全
のための新技術を活用しています。「官民ITS
構想・ロードマップ2020 」では、すでに各省庁、
官庁部門、民間部門間の協力が強調されています。 

結論として、日本の道路交通安全に対するアプ
ローチは包括的であり、安全性を高めるための
技術の進歩に由来しています。これは、道路交通
安全プログラム、規制の改定、交通システムにお
ける革新的技術の統合に反映されています。



6
すべての人に道路交通安全を

日本における道路交通安全への取り組み：戦略と成功事例

チャプター 2
繋がり、接続性、そして日本が世界で最も安全な
国になるまでの道のり

日本における、世界で最も安全な国とな
るという目標の社会的探求は、伝統と技
術の進歩の両方に根ざしています。国の
共同体意識と相互扶助の歴史が、年齢に
関係なくほとんどの人が携帯電話を持っ
ている時代と融合しつつあります。これら
が相まって、この大きな目標を支える基盤
となっています。

自動車産業は、この道のりにおいて重要な
役割を果たしています。日本経済の重要な
部分を占める自動車は、資材の供給や自動
車生産から販売、サービス、貨物輸送、その
他の自動車を中心とした事業に至るまで、
非常に幅広い産業および関連活動の中心
となっています。現在、日本の自動車関連の
雇用者数は552万人にも上ります。⁴

現代の自動車は今やソフトウェア主導型で
あり、この接続性により、統合型ルーティング、
インフォテイメントシステム、車載の電子料金
収受システムから、リアルタイムの緊急通報ま
で、さまざまなアプリケーションが提供されて
います。重要なのは、
ナビゲーション・アプリやシェアモビリティ・ア

プリのようなGPSを用いて位置情報を把握す
るセルラーベースのサードパーティ・アプリ
ケーションに簡単に統合できるように設計さ
れたEye-Net™Protect・ソフトウェア開発キッ
ト（SDK）や、当社の自動車業界向けにカスタマ
イズされた包括的な安全ソリューションであ
るEye-Zone™のような、安全に焦点を当てた
サービスも促進することです。

Eye-Net™の基本コンセプトは、歩行者、サイクリス
ト、e-モビリティ利用者すべてを可視化することで
あり、日本市場の一般的なアプローチにシームレ
スに合致し、道路交通安全強化の強力な触媒とし
て機能することです。
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日本の自動車の未来は、CASE（Connected
（コネクティッド）、Autonomous（自動化）、Shared 
& Service（シェアリング＆サービス）、Electric
（電動化））の取り組みと共にあります。これは、
単に高性能な自動車を供給するということではな
く、その自動車の安全性を確保することなのです。
緊急自動ブレーキや自律走行車などの高度なシス
テムは、道路交通安全を強化する可能性を秘めて
います。しかし、これらの技術が発展するにつれて、
新たな課題も浮き彫りとなります。これらのシステ
ムを過信したり誤解したりすると、事故につながる
可能性があります。したがって、技術の有効性を維
持することが最重要になります。

世界中で、自動車、携帯電話プロバイダー、サー
ビス会社、スタートアップ企業が交通弱者の安
全性を大幅に向上させ、人命を救うという共通
のビジョンを掲げて、相乗的な協力関係を結ぶ
傾向にあります。常に技術や社会のトレンドの
最前線にいる日本も例外ではありません。ソフ
トバンクとEye-Netの提携は、この方向性を示し
ており、より安全な交通を追求する上でのテク
ノロジーと意思のダイナミックな融合を浮き彫
りにしています

より安全な日本の実現は技術的な道のりですが、
その実現の本質、つまり国民を結びつける社会的
つながりを忘れてはなりません。日本がテクノロ
ジーの力を利用する中で、現代性と伝統のバラ
ンスこそが、日本を真に世界で最も安全な国に
する可能性を秘めています。
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チャプター 3
V2Xと道路交通安全

車両対全て（V2X＝Vehicle-to-Everything）は、
自動車が周囲のものと通信できるようにする
技術であり、世界中で道路交通安全を強化する
機会を提供します。V2Xは、1990年代後半に米
国で生まれたインテリジェント交通サービスで
あり、WAVE（Wireless Access in Vehicular 
Environments）やVII（Vehicle Infrastructure 
Integration）のコンセプトから、現在のDSRCや 
C-V2Xプロトコルへと発展し、様々な接続方式
が採用されています。

V2Xは、交通管理と安全に革命をもたらし、
衝突事故を減らし、交通量を最適化し、歩行者
の安全性を高める世界を実現することを約束
します。現在開発されているものには、ハー
ドウェアベースとソフトウェアベースのソリュー
ションの両方が含まれます。ハードウェアベース
のソリューションは車両通信専用のモジュール
を使用しますが、ソフトウェアベースのソリューシ
ョンは既存のテクノロジープラットフォームを活
用するため、費用対効果が高く、柔軟に導入する
ことが可能です。

V2Xの応用力は以下の様々な事例によって明らか
となっています：車両対車両  結（V2V）通信による
衝突回避、車両対歩行者（V2P）通信による歩行者
の安全確保、 車両対インフラ（V2I）通信による効
率的な交通管理、迅速な緊急対応。V2Xは、セル
ラーネットワーク、DSRC、新しいC-V2X（セルラー車
両対全て、Cellular Vehicle-to-Everything）規格な
どの技術を活用しています。
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V2X技術の高度な開発は、高速での移動、速度
の変動、密集した交通、見通し外通信、GPS へ
のアクセス喪失などの課題への対処に重点を
置いています。C-V2Xは、交通エコシステムに
おけるより広範なコネクティビティを可能にし、
道路利用者間の直接的なコミュニケーションと
リアルタイムの交通情報の共有を可能にします。 

結論として、V2Xは日本の道路交通安全を向
上させる大きな可能性を秘めた革新的な技
術であり、その継続的な開発により、さらに
大きな進歩が見込まれます。
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チャプター 4
Eye-net:V2X による衝突防止ソリューションのパイオニア

Eye-Net Mobileのソフトウェアソリューションは
V2Xの接続性を利用して衝突事故を防ぎ、道路
交通安全に変革をもたらします。Eye-Netのユニ
ークなサービスは、高度なアルゴリズムと予測モ
デルを使用して、世界で年間約130万人の命を奪
っている交通事故を減らすことを目的としています。

チャプター2で述べたように、当社の主力製品には、
ナビゲーションアプリやシェアモビリティアプリなど
のサードパーティの位置情報ベースアプリケーショ
ンの機能を補足するEye-Net™ Protectや
、自動車業界向けの包括的な安全ソリューションを
簡単に補完するように設計されたEye-Zoneが含ま
れます。

Eye-Netソリューションは既存のセルラーネット
ワークとスマートデバイスを利用し、追加のハード
ウェアの必要性を最小限に抑えます。このシステム
には、最先端のアルゴリズム、プロトコル、システム
アーキテクチャが組み込まれており、精度の向上、
衝突予測、レイテンシーの低減、デバイスリソース
消費の最適化を実現しています。

Eye-Netの技術は、分散型エッジコンピューティング
と2層のクラウドサービスを活用し、空間的な相互
相関を利用して1秒間に何度も衝突確率を計算し
ます。
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このシステムは、あらゆるセルラーインフラ
（3G以上）と互換性があり、ユーザーの使用端
末間のネットワーク遅延の差を補正することで、
リアルタイムのアラートを提供します。

全地球航法衛星システム（GNSS）を搭載した
Eye-Netの技術は、測位精度と測位更新レート
に関連する固有の課題に対処します。同社は
ハイパーサンプリング仮想化アルゴリズムを
採用しているため、GNSSの更新レートが一般
的に遅い場合でも、物体の位置をより正確に
予測できます。 
さらに、Eye-Netは、ユーザーの速度と測位精
度に応じて調整されるインテリジェントな動的
しきい値を実装しています。

これにより、測位データの精度が低い状況下で
も衝突確率を正確に産出できます。将来を見据
えた対策として、Eye-Netは、セルラー分野およ
び自動車分野全体で高精度単独測位（PPP）な
どの技術を統合することで、より安全性を高め
ることを計画しています。

Eye-Netの道路交通安全へのアプローチは、誤
警報がほぼゼロでリアルタイムの衝突防止警報
を提供し、交通弱者向けに独自のソリューション
を提供することに重点を置いています。Eye-Ne
tによる技術革新は、ユーザー中心のアプローチ
により、道路交通安全の常識を一変させます。
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チャプター 5
Eye-Netが目指す日本の道路安全交通への取り組み

日本が技術と伝統の複雑な融合により、
道路交通安全の世界的リーダーとして台
頭する中、Eye-Netは先駆的なV2Xソリ
ューションを日本のビジョンと結びつけよ
うとしています。このような革新と献身が融
合することで、道路におけるより安全な未来
を実現する機会が生まれます。

第11次交通安全基本計画の策定は、将来的
にあらゆる局面で交通安全を強化するとい
う日本の取り組みを強調するものです。技術
的な進歩は、ソーシャルウェルネスへの興味
と組み合わされ、他国の模範となる独自のモ
デルを作り出しています。

日本の原動力の中核には、社会の結びつ
きがあります。日本は、 長年の歴史によっ
て培われた共同体意識と、携帯電話によ
るコネクティビティという現代の当たり前
を優雅に融合させているのです。この状
況の中で、自動車業界はCASEコンセプト
の導入に象徴されるような変革期を迎え
ています。技術が手段であることに変わり
はありませんが、最終的な到達点は、ケア
、協力、相互保護のネットワークを育むこ
となのです。
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V2X技術は、この流れの中で重要な役割を
担っています。V2Xは、道路交通安全、効率
的な交通管理、そして最も重要なこととし
て、交通弱者の保護を特徴とする安心でき
る時代の到来を告げるものです。このよう
な背景の中で、Eye-Netの革新的なアプロ
ーチは際立っています。Eye-Net™ Protect
やEye-Zoneなどの製品は、日本が世界一安
全な国になるための手助けをすることがで
きます。たとえば、混雑した交差点での安全
性を高めるために、視界の外にある脅威を
検知する独自の機能が挙げられます。

それらの技術は、車載ソフトウェアやサード
パーティ製アプリケーションとシームレスに
統合するように設計されています。これによ
り、安全のネットワークが広がるだけでなく、
誰もが最先端の安全技術へアクセスできる
ようにします。 

このフュージョンは、日本の強固なセルラー
インフラがあってこそ可能なのです。このシ
ナリオでは、ソフトバンクのような大手電気
通信事業者が中心的な役割を果たします。
その広大なネットワークと比類のないコネ
クティビティがバックボーンとして機能し、
Eye-Netのようなソリューションが最適に機
能することを可能にします。

電気通信事業者の貢献は、インフラにとどま
らず、革新的なソリューションと社会的ニー
ズの架け橋として機能します。

Eye-Netは、日本のより広範な安全目標と調
和することを目指しています。Eye-Netは、社
会構造からテクノロジーに精通したネットワ
ークまで、日本の強みを活用することで、より
安全な明日を共に実現していきたいと考えて
います。
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結論
日本の道路交通安全への取り組みは、社会
的責任、最先端技術、分野を超えた協力が
融合することで成立しています。特に子供
や高齢者などの社会的弱者の死亡者数を
減らすことに国が重点を置いていることは
称賛に値します。 

日本は、第11次交通安全基本計画や事業用
自動車総合安全プラン2025などの戦略的な
政府の取り組みを通じて、道路交通安全のス
タンダードを設定するという公約を示してい
ます。 

V2Xのような技術は単なる流行語ではなく、
道路交通安全のパラダイムをリアルタイム
で変革する実用的なソリューションです。
Eye-Netのような企業は、高度で費用対効果
の高いソリューションを提供することで貢献
しています。この電子書籍は、日本の長期的な
安全目標と、Eye-Netのような企業が提供で
きる革新的なアプローチとの相乗効果を説明
しています。日本の道路交通安全の未来は明る
いが、さらなる改善を遂げる可能性を秘めてお
り、世界の道路交通安全における成功事例のモ
デルとなり得る基準を生み出しつつあります。
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